





母語加に分類して分析している。 その結果、 受験者の得点2 (標準得点による）に関


















れている（古川他1992、 水田(1995、 1996)、 ザ2001)。 それらは主に、 聞き手がど
のようなストラテジーを使って聴いているか、 どのようなストラテジーが有効である
か、 どのような聴解指導を行えばよいか、 と言う点を述べている。 しかし、 それは、
鴫犀に至るまでの過程でどのような問題が起きているかに閲しては述べていない。
1日本乳吾能力試験の受験者を母語によって(1)アルタイ ・ インドタイプ（主としてSOV、 後置詞、 形
容詞十名詞）、 (2)東アジア ・ ヨ ーロッパ ・ アフリカ タイプ（主としてsvo、 前置詞）、 (3)太�羊
タイプ（主としてvso、 前置詞、 名詞十形容詞 、 (4)フィンラント渭吾 タイプ（主としてsvo、 後
置詞、 形容詞十名詞(5)マラガシ語(VOS、 前置詞、 名詞十形容詞） (6)グルジア語(SOV/SVO、









ル（以後、BS : Bilingual Student)3日本語学習者と中国語のモノリンガル4 (以後、

































































































ープとも0件であった。 「内容の理解JがBSは6件で、 MSは14件であった。 「ポ
イントの理解」 がBSは3件で、 MSは4件であった。 そして 「選択肢の理解」が1
件と2件が報告された。 つまり、 日本国内に在住する日本語学習者における聴解過程
では、 「課題の理解」と 「選択肢の理解」による間題は聴解テストの正答率にそれほど
影轡が与えていないことが分かった。 それに対して 「内容の理解」 と 「ポイントの理
解」虞輯テストの正答率に影響があることが分かった。 さらに、下位分類を観察す
ると、 MSには、 「音声レベル」が9件、 「音韻・語彙統合レベル」が8件で最も多く















音声レベル 1 8 
語彙レベル 2 1 
内容の理解 談話統合レベル 1 1 
音韻・語彙統合レベル 2 4 
合計 6 14 
音声レベル ゜ 1 
語彙レベル 1 ゜
ポイントの理解 談話統合レベル 1 ゜
音韻・語彙統合レベル 2 3 




音韻・語彙統合レベル 1 2 
合計 1 2 
合計 12 20 I 
4.2 下位分類の分析
表4から、 「音声レベル」と 「音韻・話彙統合レベル」の問題がMSの正答率に大









1) 単語の促音と長音の脱落が多い。 また、 長音が入っていない単語に長音を入れ
て長音化している。
2) 日本語無声破裂音の[p , t ,  k]を有声破裂音[b , d ,  g]として認識している。
表5 「音声 レベル」 問題特定一覧表（一部）
被験者 項 目 正用の言葉 間違った聞き取り 発生した場所
MS 3 1 スカー ト スガ ド 破裂音[k]、破裂音[t],長音
MS 6 2 アパー ト デパ ト 破裂音[d]、母音[a]、長音
MS 3 29 方角 ほが く 長音の脱落、
BS 3 26 報告書 ほ う ごっ し ょ 破裂音[g]、促音の添加
MS 5 3 読みたい 飲みたい 半母音り］
MS 2 4 写真の現像 写真ぎんぞ 長音、母音[e]の脱落
MSl 20 出入 り で一 り 二重母音の長母音化
MS6 ， 主役 しゅ う しゃ く 長音の添加
（注 ： 太字と網掛け部分はバイ リンガルが聞き間違った部分）
4.2 .2 問題特定の 「語彙 レベル」
読解間題は読み返すことができるが、 聴解間題は聴き直すことができないとい う制



























被験者 項目 正用の言葉 実際の報告 はっきり報告されてない
部分
BS3 ， 音麟査 音什公什公査 疇麟
BS6 12 演歌も民謡も えんがも然后什公 演歌も民謡も
BS6 30 目覚まし時計が 目覚まし時計なくして 目覚まし時計ならなく旦
ならなくて □て
BS2 20 予約してみない 予約しなくても始まる この文にいくつかの否定
ことには始まら 凶わ予約しなかった があるので、その否定を聞
ないじゃない らだめ凶店 き取ったかどうか不明。
BSl 20 入れられない いれない 入られない
MSl 20 邸られない いられない 入れられない
MS2 20 でもとにかく でもと什公什公 でもとにかく
MS2 26 支度 した�MJ的 しt喜］






覚まし時計ならなくて」、 そして 「項目9」の「音量調査」、 「項目26」 の選択肢の中に
出現する 「支度」 「取引先」といった単語に集中していることが分かった。 BSの報告
では単語を中心とするのに対して、 MSは 「目覚まし時計がならなく」 を 「目覚まし
時計なくして」 と動詞の活用の部分をはっきり報告できていない。
この報告の違いの背後には、母語の影聾があると思われる。 つまり、 モンゴル陪は
語順が日本語と同じ< sov 型であるので、 日本語と同じような類推をする可能性が
高いのに対して、 中国語の謡順はSVO型である。 しかも、 モンゴル語は形態の
点でも日本語と同じく膠着語で、 動詞が活用される。 それに対して、 中国語は孤立語





































根拠のある推測：聞き取れ *""ii,,('� 紺...� 碕0:,6'""'""'(\-, いざロ・紀小悦（毛悦）⑰玩e s,r """°"'1 






















注意のコントロ ール：キー ＊我覚得述是2号是刈。 因力他悦的是、 あの…仕事から通いつらい
ワー ドや重要だと思うとこ から。 他同的是引っ越した 理由是什公？不是(\('r小什公的。唸屯2









































BS(n=6) MS(n=6) BS MS t値
注意のコントロ ール 37 36 6.17 6.00 0.287 
根拠のある推測 38 39 6.33 6.50 -0.191 
根拠のない推測 1 8 0.17 1.33 ＊＊ -2.663 
言丁正 3 2 0.50 0.33 0.437 
消去法 5 3 0.83 0.50 0.542 
言い替え 2 ， 0.33 1.50 ＊＊ -2.951 
聞き流し 3 1 0.50 0.17 0.968 
予測 3 1 0.50 0.17 0.968 
漠字知識に対する依存 1 2 0.17 0.33 -0.485 
背最知識による判断 4 2 0.67 0.33 1.162 
イ呆留 2 1 0.33 0.17 0.785 

































しかし、劉(2010)では 「予測」 と 「背景知識による判断」のストラテジーは観察さ
れなかった。罪(2002)によると、 日本国内の学習者は日本の文化と社会に関する理
解が海外の学習者より優れているため、 スキーマの活性化が理解を促進させたためで


































































女：あっ、 そうそう、 この小説の主人公のこと、 テレビでやってたから、 ありがとう。
問題男の人は女の人に何を持ってきましたか。
1. CDです。
2. テレビの番組表です。
* 3. 本です。
4. ビデオテープです。
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